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１．簿記の手続と、２つの会計帳簿 
 
 
 複式簿記という手続を行うための会計帳簿には、 
「総勘定元帳（そうかんじょうもとちょう）」という帳簿と、 
「仕訳帳（しわけちょう）」という帳簿の２つがあります。 
 
 会社や個人商店（以下、企業と呼びます）における日々の取引や経済活動を、 
シンプルに見やすく記録するための便利なツール（道具）です。 
 
しっかりとマスターしましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【簿記用語】 
総勘定元帳…すべての「財産項目や取引項目」の動きや残高を記録する帳簿。 

 仕訳帳…個々の取引を、発生した順に左右に一行に並べて記録する帳簿。 
複式簿記…ひとつの取引を、たとえば「財産の増加」と「その原因」のように 2 つの側面

でとらえ、左右２ヵ所に記録する方法。 

細かいところは気にせず、

どんどん進みましょう！ 
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　　　仕　　訳　　帳
日付 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

 
 
※複式簿記の手続における「借方（かりかた）」は「帳簿の左側」、「貸方（かしかた）」は

「帳簿の右側」を意味します。なぜそう呼ぶかの考え方については、「４．柴山式元帳の

書き方」のところでかんたんに説明していますので、ご参照ください。 
 
 

Ⅰ資産 （＋） （－） Ⅱ負債 （－） （＋）

Ⅲ純資産

Ⅳ収益

Ⅴ費用

（原因・相手との関係）(企業の財産の増減）

売上

仕入（コスト）

「柴山式」総勘定元帳

現金 借入金

資本金
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２．仕訳帳の書き方 
 
 仕訳帳は、企業の取引を、その発生順に、「日記のように」記録する帳簿です。 
 記入の形式は、用紙を真ん中で仕切って、左右に一行で書くのが基本です。 
 仕訳帳は、簿記の手続において、一番初めに行われます。パソコンでの仕事に置き換え

ると、「データ入力」の作業という位置づけになります。 
  
  ■仕訳のルール 

①現金の増加は、【現金 ×× 】のような形で、仕訳帳の左側の「借方科目」欄

と「金額」欄に記入し、同時にその原因などを、同額で右側の「貸方科目」欄

と「金額」欄に記入する。 
 

②現金の減少は、【現金 ××】のような形で、仕訳帳の右側の「貸方科目」欄と 
「金額」欄に記入し、同時にその原因などを、同額で左側の「借方科目」欄と 
「金額」欄に記入する。 

 
（記載例）①商品を売り上げ、現金 3,000 円を受け取った。 
     ②タクシーに乗り、交通費として 2,000 円を現金で支払った。 

　　　仕　　訳　　帳
日付 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額
① 現 金 3,000 売 上 3,000
② 交 通 費 2,000 現 金 2,000  
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（取引例による仕訳の練習） 
取引例① 銀行から 300,000 円を現金で借り入れた。（現金、借入金） 
取引例② お客さまに商品を売り上げ、現金 120,000 円を受け取った。（現金、売上） 
取引例③ 銀行に、借入金 150,000 円を現金で返済した。（借入金、現金） 
取引例④ 仕入業者から商品を仕入れ、現金 84,000 円を支払った。（仕入、現金） 
 
（記入用紙） 

　　　仕　　訳　　帳
日付 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額

 

 
 
 
（解答） 

　　　仕　　訳　　帳
日付 借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額
① 現 金 300,000 借 入 金 300,000
② 現 金 120,000 売 上 120,000
③ 借 入 金 150,000 現 金 150,000
④ 仕 入 84,000 現 金 84,000  

 
（参考）仕訳のいろいろな表記例（①の取引を題材にして） 

他の方法（１）
① （借） 現 金 300,000 （貸） 借 入 金 300,000  

 

他の方法（２）
① 現 金 300,000 ／ 借 入 金 300,000  

 
他の方法（３）

借方 貸方
① 現 金 300,000

借 入 金 300,000  
 

 


